












要約:小児期からの成人病予防を目的とした長期コホート調査・研究を実施するための基礎

的検討を文献レビューを中心にしておこない、さらにわが国の現状を検討し、本調査・研

究実施のためのプロトコールを提示した。まず、基本的生活習慣が確立する青年期をゴー

ルとして小児期からの生活習慣追跡調査およびそれへの予防的介入効果を評価する。つい

で青年期以降は健診およびガンや脳卒中患者の登録情報とリンケージして小児期からの生

活習慣や検査所見など成人病リスクファクターの推移との関連の分析および予防的介入の

評価をおこなうという 2段階で構成されている。 


